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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

4

　

長
浜
市
ゆ
か
り
の
宗
教
画
家
、

杉
本
哲
郎
（
１
８
９
９
〜
１
９
８

５
年
）
の
没
後
40
年
展
が
同
市
大

島
町
の
長
浜
文
化
芸
術
会
館
で
開

か
れ
た
。
市
内
在
住
の
コ
レ
ク
タ

ー
「
湖
北
の
画
人
愛
好
家
グ
ル
ー

プ
」
な
ど
が
主
催
し
た
。

　

杉
本
は
大
津
出
身
で
、
京
都
画

壇
の
大
御
所
、
山
元
春
挙
に
師
事
。

そ
の
後
、
京
都
市
立
絵
画
専
門
学

校
な
ど
で
日
本
画

を
学
ん
だ
。
１
９

３
７
年
以
降
、
イ

ン
ド
や
ス
リ
ラ
ン

カ
で
古
代
壁
画
の

模
写
を
手
が
け
た
。

父
善
郎
が
長
浜
出

身
だ
っ
た
縁
で
、

戦
時
中
に
疎
開
し

彦
根
城
の
音
声
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

観
光
協
会
が
３
０
０
０
部

杉 本 哲 郎 没 後 4 0 年 展
長 浜 ゆ か り の 宗 教 画 家

伝 統 仏 壇 の 技 術 で 兜
彫刻、金具、蒔絵など駆使

特

産

大

豆

で

プ

リ

ン

道
の
駅
湖
北
み
ず
ど
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
地
域
伝
統
野
菜
「
尾
上
菜
」
を

使
っ
た
シ
ェ
イ
ク
「
尾
上
菜
も
み

も
み
」
も
同
時
発
売
し
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

面
に
各
項
目
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
付

い
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

読
み
込
め
ば
日
英
２
カ
国
語
で
解

説
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
「
お
堀
は
か
つ
て
何
重
だ

っ
た
で
し
ょ
う
か
」
「
敵
の
侵
入

を
阻
む
仕
掛
け
は
何
で
し
ょ
う
か
」

と
い
っ
た
ク
イ
ズ
も
添
え
ら
れ
、

解
説
の
中
で
種
明
か
し
さ
れ
る
。

「
ス
マ
ホ
で
楽
し
む
彦
根
ガ
イ
ド
」

で
検
索
し
て
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

利
用
で
き
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
観
光
協
会
（
彦
根
市
本
町
）

は
彦
根
城
音
声
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

「A
m
azing H

ikone Cas
tle

〜
元
気
を
も
ら
お
う　

ひ
こ

ね
城
〜
」
を
３
０
０
０
部
作
成
し

配
布
し
て
い
る
。
世
界
遺
産
登
録

へ
の
機
運
を
高
め
よ
う
と
県
の
観

光
推
進
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
た
。

フ
ル
カ
ラ
ー
Ａ
３
判
で
四
つ
折
り

に
し
て
携
帯
で
き
る
。

　

マ
ッ
プ
で
は
①
表
門
②
表
門
山

道
③
大
堀
切
④
時
報
鐘
⑤
岩
盤
の

石
垣
⑥
太
鼓
門
櫓
（
や
ぐ
ら
）
⑦

着
見
台
⑧
天
守―

―

を
図
示
。
裏

て
お
り
、
戦
後
は
豊
公
園
内
に
画

室
を
設
け
、
慶
雲
館
で
個
展
を
開

催
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
作
品
は
全
て
市
内

の
個
人
蔵
。
「
パ
ド
マ
パ
ニ
ー
」

（
１
９
５
０
年
ご
ろ
）
、
「
ア
レ

ビ
ヤ
を
持
て
る
菩
薩
」
（
59
年
）、

「
聖
徳
太
子
尊
像
」
（
46
年
）
な

ど
が
並
ん
だ
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
「
彦
根

仏
壇
」
の
技
術
を
生
か
し
た
兜

（
か
ぶ
と
）
が
発
表
さ
れ
た
。
制

作
し
た
の
は
彦
根
市
芹
中
町
の
井

上
仏
壇
（
井
上
昌
一
社
長
）
。
ほ

ぞ
組
み
の
ヒ
ノ
キ
木
工
を
は
じ
め

彫
刻
、
錺
（
か
ざ
り
）
金
具
、
漆

塗
り
、
金
箔
（
き
ん
ぱ
く
）
押
し
、

蒔
絵
（
ま
き
え
）
の
技
を
駆
使
し

　

道
の
駅
湖
北
み
ず
ど
り
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
長
浜
市
湖
北
町
今
西
）

を
運
営
す
る
４
Ｂ
合
同
会
社
は
同

市
特
産
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
乳
プ

リ
ン
を
発
売
し
た
。

　

同
市
の
洋
菓
子
店
「
エ
ベ
ー
ヌ
」

と
共
同
開
発
。
乳
製
品
が
苦
手
な

人
で
も
食
べ
ら
れ
て
、
栄
養
価
も

高
い
こ
と
か
ら
豆
乳
を
使
用
。
豆

乳
を
作
る
際
に
で
き
た
お
か
ら
や

き
び
砂
糖
も
入
っ
て
お
り
、
少
し

固
め
の
食
感
で
ほ
ん
の
り
と
甘
み

を
感
じ
る
。
卵
は
不
使
用
。

　

き
な
こ
と
黒
蜜
が
付
属
し
て
お

り
、
好
み
に
よ
っ
て
か
け
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
毎
週
金
曜
日

に
10
セ
ッ
ト
の
み
販
売
。
１
セ
ッ

ト
２
個
入
り
８
０
０
円
（
期
間
限

定
価
格
）
。

　

道
の
駅
の
大

山
善
次
駅
長
は

「
ま
ず
は
何
も

か
け
ず
に
食
べ

て
、
大
豆
本
来

の
味
を
楽
し
ん

で
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
苦
味

や
渋
み
が
特
徴

た
新
製
品
。
手
打
ち
で
作
ら
れ
た

鍬
形
（
く
わ
が
た
）
は
彦
根
藩
井

　
　
　

伊
家
の
軍
配
の
デ
ザ
イ
ン

　
　
　

を
取
り
入
れ
た
と
い
う
。

　
　
　

高
さ
21
㌢
、
幅
26
㌢
、
奥

　
　
　

行
き
17
㌢
で
価
格
は
55
万

　
　
　

円
。

　
　
　
　

彦
根
城
下
で
は
天
下
太

　
　
　

平
の
江
戸
中
期
、
武
具
職

　
　
　

人
が
仏
壇
作
り
に
転
向
し

　
　
　

た
。
彦
根
仏
壇
は
１
９
７

５
年
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
と
な

っ
た
が
、
近
年
は
需
要
が
急
減
し
、

家
具
や
食
器
な
ど
新
分
野
を
模
索

し
て
い
る
。
井
上
社
長
は
彦
根
仏

壇
事
業
協
同
組
合
（
23
社
）
の
理

事
長
も
務
め
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
０
７
４
９
・
22
・
１
５
８
７
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

伝
統
工
芸
の
技
術
で
仕
上
げ
た
兜

＝
井
上
仏
壇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

新
発
売
さ
れ
た
「
ま
る
ご
と
豆
乳
プ
リ
ン
」

アレビヤを持てる菩薩＝長浜市提供

彦
根
城
内
の
８
ス
ポ
ッ
ト
を
取

り
上
げ
た
音
声
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ


